
迅速な排水活動の実施日頃からの情報共有、訓練の実施

日頃からの訓練等による「迅速な排水活動」の実施

・平成30年3月8日の夜から9⽇にかけての前線を伴った低気圧による出⽔で、釧路川の標茶⽔位観測所にお
いて氾濫危険⽔位を超過しました。この⼤⾬により、標茶町で内⽔浸⽔被害が複数箇所で発⽣する事態と
なりました。

・釧路川外減災対策協議会では過去にポンプ⾞出動実績のある箇所の現地確認や排⽔ポンプ⾞による排⽔訓
練を実施していました。

○今回の出水では、日頃からの情報共有や訓練の実施に加え、現地情報連絡員（リエゾン）の派遣による取
組により、迅速な排水活動が可能となり、被害の拡大防止に努めることができました。

過去に浸水実績のある箇所の排水ポンプ車実働訓練

排水訓練の様子 自治体、水防団、建設業協会
との合同現地確認

照明車の活動による夜間の排水活動

切迫した環境の中でのリエゾン
による情報収集（標茶町役場）

排水ポンプ車による
内水排除活動

釧路川外
減災対策協議会


